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説明用資料説明用資料説明用資料説明用資料３３３３

学研高山地区第２工区のまちづくりについて
（（（（報告報告報告報告））））



位位位位 置置置置 ････ 区区区区 域域域域

学研北生駒駅学研北生駒駅学研北生駒駅学研北生駒駅 学研高山地区第２工区

都市計画道路（現在）

第１種低層住居専用地域

高山地区第２工区 学研都市域

第第第第１１１１工区工区工区工区

鹿鹿鹿鹿ノノノノ台台台台
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生駒市都市計画生駒市都市計画生駒市都市計画生駒市都市計画マスタープランマスタープランマスタープランマスタープラン（（（（平成平成平成平成23232323年年年年3333月月月月））））

■■■■将来将来将来将来のののの都市構造都市構造都市構造都市構造

〇拠点〇拠点〇拠点〇拠点がががが連携連携連携連携するコンパクトなするコンパクトなするコンパクトなするコンパクトな都市都市都市都市づくりづくりづくりづくり

＜産業・学術研究拠点＞

既存の学研都市及び北田原工業団地を中心に、学術・研究・業務機能等

の集積を図るとともに、学研高山第２工区については、これまでの検討学研高山第２工区については、これまでの検討学研高山第２工区については、これまでの検討学研高山第２工区については、これまでの検討

内容を踏まえ、関係機関との連携のもと、地域の状況や社会経済環境を内容を踏まえ、関係機関との連携のもと、地域の状況や社会経済環境を内容を踏まえ、関係機関との連携のもと、地域の状況や社会経済環境を内容を踏まえ、関係機関との連携のもと、地域の状況や社会経済環境を

考慮し、方向性を検討、調整します。考慮し、方向性を検討、調整します。考慮し、方向性を検討、調整します。考慮し、方向性を検討、調整します。

■■■■土地利用方針土地利用方針土地利用方針土地利用方針

〇学研高山第〇学研高山第〇学研高山第〇学研高山第２２２２工区工区工区工区

関係機関との連携のもと、将来の方向性について、検討・調整します。関係機関との連携のもと、将来の方向性について、検討・調整します。関係機関との連携のもと、将来の方向性について、検討・調整します。関係機関との連携のもと、将来の方向性について、検討・調整します。

■■■■まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり方針方針方針方針

〇地域拠点整備〇地域拠点整備〇地域拠点整備〇地域拠点整備のののの推進推進推進推進（（（（学研北生駒駅学研北生駒駅学研北生駒駅学研北生駒駅））））

学研高山第２工区の将来の方向性について検討・調整を図りつつ、学研都学研高山第２工区の将来の方向性について検討・調整を図りつつ、学研都学研高山第２工区の将来の方向性について検討・調整を図りつつ、学研都学研高山第２工区の将来の方向性について検討・調整を図りつつ、学研都

市の玄関口としての役割や整備方向を検討していきます。市の玄関口としての役割や整備方向を検討していきます。市の玄関口としての役割や整備方向を検討していきます。市の玄関口としての役割や整備方向を検討していきます。
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これまでのこれまでのこれまでのこれまでの経過経過経過経過

平 成 ３ 年 １ ０ 月 高山地区第１工区で「奈良先端科学技術大学院大学」が開学

平 成 ６ 年 ２ 月

県、市、住宅･都市整備公団の３者で「関西文化学術研究都市・高山地区(第

２工区)開発整備に関する基本協定」を締結

平 成 ６ 年 ３ 月

～ 平 成 ８ 年 ３ 月

住宅･都市整備公団が用地を買収

平 成 9 年 7 月

関西文化学術研究都市高山地区に第２工区(288ha、２万3,000人の住宅開

発計画)を追加

平 成 1 2 年 1 1 月

区域区分等の都市計画決定

（市街化区域・用途地域・土地区画整理事業等）

平 成 1 4 年 8 月 都市計画道路の都市計画決定

平 成 1 8 年 2 月 市が、県・ＵＲに住宅開発計画に関する協力の白紙撤回を表明

平 成 1 9 年 ７ 月 ＵＲが事業中止を決定

平 成 2 0 年 6 月 第２工区開発計画見直しの検討プロジェクトのスタート

平 成 ２ ２ 年 1 0 月 開発計画見直しの検討を中止

平 成 2 ６ 年 ３ 月 ＵＲから所有地譲渡の申し入れ

平 成 2 7 年 1 0 月

～ 2 月

学研高山地区第２工区庁内検討会議の開催（市）

２月に「学研高山地区第２工区の将来のあり方」をとりまとめ（市）

平 成 2 8 年 3 月 ＵＲ所有地の譲渡契約締結（市・ＵＲ）

平 成 2 8 年 ８ 月 学研高山地区第２工区まちづくり検討有識者懇談会の設置

平 成 2 9 年 ９ 月 「「「「学研高山地区第２工区まちづくり検討有識者懇談会とりまとめ学研高山地区第２工区まちづくり検討有識者懇談会とりまとめ学研高山地区第２工区まちづくり検討有識者懇談会とりまとめ学研高山地区第２工区まちづくり検討有識者懇談会とりまとめ」」」」
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学研高山地区第学研高山地区第学研高山地区第学研高山地区第２２２２工区工区工区工区まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり検討検討検討検討

有 識 者 懇 談 会有 識 者 懇 談 会有 識 者 懇 談 会有 識 者 懇 談 会 と り ま と めと り ま と めと り ま と めと り ま と め （（（（ 概 要概 要概 要概 要 ））））
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高山地区第２工区の役割

イノベーション創出のイノベーション創出のイノベーション創出のイノベーション創出の

基盤となる施設立地の受皿基盤となる施設立地の受皿基盤となる施設立地の受皿基盤となる施設立地の受皿

産業と農業の連携による産業と農業の連携による産業と農業の連携による産業と農業の連携による

スマート農業のモデルスマート農業のモデルスマート農業のモデルスマート農業のモデル

雇用の創出と産業拠点形成雇用の創出と産業拠点形成雇用の創出と産業拠点形成雇用の創出と産業拠点形成

による持続可能な都市運営による持続可能な都市運営による持続可能な都市運営による持続可能な都市運営

世界に先駆けた未来の世界に先駆けた未来の世界に先駆けた未来の世界に先駆けた未来の

暮らしのモデル暮らしのモデル暮らしのモデル暮らしのモデル

■けいはんな■けいはんな■けいはんな■けいはんな学研都市学研都市学研都市学研都市のののの動向動向動向動向

「新たな都市創造プラン」H28.3  

■■■■都市政策都市政策都市政策都市政策をめぐるをめぐるをめぐるをめぐる最近最近最近最近のののの動向動向動向動向

「都市農業振興基本法の成立」H27.4 「都市計画法等の改正」H29.6

■■■■生駒市生駒市生駒市生駒市におけるにおけるにおけるにおける施策施策施策施策

「環境モデル都市アクションプラン」H27.1 

「まち･ひと･しごと創生総合戦略」 Ｈ27.12

有識者懇談会とりまとめ（概要）
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まちづくりの方向性

精華・西木津地区精華・西木津地区精華・西木津地区精華・西木津地区

との連携との連携との連携との連携

精華・西木津地区と連担、精華・西木津地区と連担、精華・西木津地区と連担、精華・西木津地区と連担、

連携し、学研都市の拡大中連携し、学研都市の拡大中連携し、学研都市の拡大中連携し、学研都市の拡大中

心地区を形成する。心地区を形成する。心地区を形成する。心地区を形成する。

都市と自然環境の共生都市と自然環境の共生都市と自然環境の共生都市と自然環境の共生

都市と自然環境が共生するモ都市と自然環境が共生するモ都市と自然環境が共生するモ都市と自然環境が共生するモ

デル都市の形成を目指す。デル都市の形成を目指す。デル都市の形成を目指す。デル都市の形成を目指す。

産学官共創によるイノベー産学官共創によるイノベー産学官共創によるイノベー産学官共創によるイノベー

ションの持続的な創出ションの持続的な創出ションの持続的な創出ションの持続的な創出

奈良先端大学を中心とした学奈良先端大学を中心とした学奈良先端大学を中心とした学奈良先端大学を中心とした学

術研究機関との機能連携によ術研究機関との機能連携によ術研究機関との機能連携によ術研究機関との機能連携によ

るオープンイノベーション創るオープンイノベーション創るオープンイノベーション創るオープンイノベーション創

出の中核的拠点を形成する出の中核的拠点を形成する出の中核的拠点を形成する出の中核的拠点を形成する。。。。

職住が近接する職住が近接する職住が近接する職住が近接する

次世代型居住機能の創出次世代型居住機能の創出次世代型居住機能の創出次世代型居住機能の創出

地権者、学研都市で働く人の地権者、学研都市で働く人の地権者、学研都市で働く人の地権者、学研都市で働く人の

ための先進モデル的な居住機ための先進モデル的な居住機ための先進モデル的な居住機ための先進モデル的な居住機

能の導入を図る。能の導入を図る。能の導入を図る。能の導入を図る。

『奈良先端大学を中心とした『奈良先端大学を中心とした『奈良先端大学を中心とした『奈良先端大学を中心とした

“オープンイノベーションを創出”するまちづくり』“オープンイノベーションを創出”するまちづくり』“オープンイノベーションを創出”するまちづくり』“オープンイノベーションを創出”するまちづくり』

～超スマート社会をリードするまちを目指して～～超スマート社会をリードするまちを目指して～～超スマート社会をリードするまちを目指して～～超スマート社会をリードするまちを目指して～

超スマート社会への貢献超スマート社会への貢献超スマート社会への貢献超スマート社会への貢献

IoTIoTIoTIoT・ビッグデータ・ビッグデータ・ビッグデータ・ビッグデータ(BD)(BD)(BD)(BD)人工人工人工人工

知能知能知能知能(AI)(AI)(AI)(AI)を活用した基盤技術を活用した基盤技術を活用した基盤技術を活用した基盤技術

産業の導入を図る。産業の導入を図る。産業の導入を図る。産業の導入を図る。

農業イノベーション農業イノベーション農業イノベーション農業イノベーション

の創出の創出の創出の創出

産業界と農業界の連携強化産業界と農業界の連携強化産業界と農業界の連携強化産業界と農業界の連携強化

によりによりによりにより、、、、都市農業の多様な都市農業の多様な都市農業の多様な都市農業の多様な

機能を発揮させる農業イノ機能を発揮させる農業イノ機能を発揮させる農業イノ機能を発揮させる農業イノ

ベーションの創出を図るベーションの創出を図るベーションの創出を図るベーションの創出を図る。。。。

有識者懇談会とりまとめ（概要）
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土地利用の方向性

連担

連担

精華・西木津地区精華・西木津地区精華・西木津地区精華・西木津地区
高山地区高山地区高山地区高山地区

重要重要重要重要

里地里山里地里山里地里山里地里山

選定地選定地選定地選定地

高山竹林園高山竹林園高山竹林園高山竹林園

北田原地区北田原地区北田原地区北田原地区

奈良先端科学技術奈良先端科学技術奈良先端科学技術奈良先端科学技術

大学院大学大学院大学大学院大学大学院大学

学研都市連絡道路学研都市連絡道路学研都市連絡道路学研都市連絡道路(国道国道国道国道１６３１６３１６３１６３号号号号)

■■■■土地利用上土地利用上土地利用上土地利用上のののの制約制約制約制約

＜起伏の大きい地形＞ ＜造成上の支障物件＞

＜生物多様性保全上重要な里地里山に隣接＞

■■■■第第第第１１１１工区工区工区工区、、、、精華精華精華精華・・・・西木津地区西木津地区西木津地区西木津地区とのとのとのとの連担連担連担連担

■■■■既存既存既存既存ストックのストックのストックのストックの活用活用活用活用

＜既存道路沿道に広がる農地＞ ＜豊かな農業用水＞

鹿ノ台鹿ノ台鹿ノ台鹿ノ台

標高２５４m(最高)

標高標高標高標高１１２１１２１１２１１２mmmm

標高標高標高標高１１０１１０１１０１１０m(m(m(m(最低最低最低最低))))

有識者懇談会とりまとめ（概要）
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土地利用の方向性

■南エリアは･･･■南エリアは･･･■南エリアは･･･■南エリアは･･･『『『『都市的土地利用都市的土地利用都市的土地利用都市的土地利用』』』』

〇〇〇〇第１工区や精華･西木津地区との連担性第１工区や精華･西木津地区との連担性第１工区や精華･西木津地区との連担性第１工区や精華･西木津地区との連担性

〇〇〇〇学研都市連絡道路からの利便性を重視学研都市連絡道路からの利便性を重視学研都市連絡道路からの利便性を重視学研都市連絡道路からの利便性を重視

〇〇〇〇開発等の面整備により、施設用地等を中心開発等の面整備により、施設用地等を中心開発等の面整備により、施設用地等を中心開発等の面整備により、施設用地等を中心

研究開発型産業施設等の導入研究開発型産業施設等の導入研究開発型産業施設等の導入研究開発型産業施設等の導入

・超スマート社会に向けた企業の誘致・超スマート社会に向けた企業の誘致・超スマート社会に向けた企業の誘致・超スマート社会に向けた企業の誘致

・北田原地区との連携・北田原地区との連携・北田原地区との連携・北田原地区との連携

居住機能の導入居住機能の導入居住機能の導入居住機能の導入

・研究開発に参加する居住実験都市・研究開発に参加する居住実験都市・研究開発に参加する居住実験都市・研究開発に参加する居住実験都市

・職住近接･職住合一・職住近接･職住合一・職住近接･職住合一・職住近接･職住合一

■北エリアは･･･■北エリアは･･･■北エリアは･･･■北エリアは･･･『『『『自然的土地利用自然的土地利用自然的土地利用自然的土地利用』』』』

〇〇〇〇農地や山林など地域の自然環境を重視農地や山林など地域の自然環境を重視農地や山林など地域の自然環境を重視農地や山林など地域の自然環境を重視

〇〇〇〇沿道を中心とした自然的な土地利用沿道を中心とした自然的な土地利用沿道を中心とした自然的な土地利用沿道を中心とした自然的な土地利用

・都市農業の振興・都市農業の振興・都市農業の振興・都市農業の振興((((６次産業化を含む土地利用６次産業化を含む土地利用６次産業化を含む土地利用６次産業化を含む土地利用))))

・現況地形を活かした多様な施設立地・現況地形を活かした多様な施設立地・現況地形を活かした多様な施設立地・現況地形を活かした多様な施設立地

都市と自然環境の共生都市と自然環境の共生都市と自然環境の共生都市と自然環境の共生

自然的土地利用自然的土地利用自然的土地利用自然的土地利用

第１工区第１工区第１工区第１工区

都市的土地利用都市的土地利用都市的土地利用都市的土地利用

有識者懇談会とりまとめ（概要）

学研北生駒駅学研北生駒駅学研北生駒駅学研北生駒駅
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交通ネットワーク形成の方向性

補完

ルート

高

山

南

北

線

高

山

南

北

線

高

山

南

北

線

高

山

南

北

線

■高山東西線■高山東西線■高山東西線■高山東西線((((東西軸東西軸東西軸東西軸))))＜高山地区と精華･西木津地区を結ぶ最重要路線＞＜高山地区と精華･西木津地区を結ぶ最重要路線＞＜高山地区と精華･西木津地区を結ぶ最重要路線＞＜高山地区と精華･西木津地区を結ぶ最重要路線＞

･･･県道枚方大和郡山線まで延伸するルート整備を検討･･･県道枚方大和郡山線まで延伸するルート整備を検討･･･県道枚方大和郡山線まで延伸するルート整備を検討･･･県道枚方大和郡山線まで延伸するルート整備を検討

■高山南北線■高山南北線■高山南北線■高山南北線((((南北軸南北軸南北軸南北軸))))＜奈良先端大学との連携を図る重要路線＞＜奈良先端大学との連携を図る重要路線＞＜奈良先端大学との連携を図る重要路線＞＜奈良先端大学との連携を図る重要路線＞

･･･既存の「芝庄田線」を活用し、北側へ延伸･･･既存の「芝庄田線」を活用し、北側へ延伸･･･既存の「芝庄田線」を活用し、北側へ延伸･･･既存の「芝庄田線」を活用し、北側へ延伸

･･･学研北生駒駅へは新たなルートを検討･･･学研北生駒駅へは新たなルートを検討･･･学研北生駒駅へは新たなルートを検討･･･学研北生駒駅へは新たなルートを検討

■高山北廻り線■高山北廻り線■高山北廻り線■高山北廻り線

･･･今後の土地利用計画にあわせ、既存道路の活用や必要性を含め検討･･･今後の土地利用計画にあわせ、既存道路の活用や必要性を含め検討･･･今後の土地利用計画にあわせ、既存道路の活用や必要性を含め検討･･･今後の土地利用計画にあわせ、既存道路の活用や必要性を含め検討

精華・西木津地区精華・西木津地区精華・西木津地区精華・西木津地区

北田原地区北田原地区北田原地区北田原地区

有識者懇談会とりまとめ（概要）

現在現在現在現在のののの都市計画道路都市計画道路都市計画道路都市計画道路
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土地利用構想案土地利用構想案土地利用構想案土地利用構想案

ゾ ー ン 名 称ゾ ー ン 名 称ゾ ー ン 名 称ゾ ー ン 名 称 各ゾーンの土地利用の方向各ゾーンの土地利用の方向各ゾーンの土地利用の方向各ゾーンの土地利用の方向

自 然 活 用 型自 然 活 用 型自 然 活 用 型自 然 活 用 型

施 設 ゾ ー ン施 設 ゾ ー ン施 設 ゾ ー ン施 設 ゾ ー ン

都市農業都市農業都市農業都市農業のののの振興振興振興振興とととと多様多様多様多様なななな施設立地施設立地施設立地施設立地

例）市民農園、農家レストラン

滞在型宿泊施設、観光施設

山付住宅、農地付住宅など

自 然 活 用 型自 然 活 用 型自 然 活 用 型自 然 活 用 型

産 業 ゾ ー ン産 業 ゾ ー ン産 業 ゾ ー ン産 業 ゾ ー ン

学研都市学研都市学研都市学研都市でのでのでのでの研究成果研究成果研究成果研究成果やややや自然環境自然環境自然環境自然環境をををを

活活活活かしたかしたかしたかした産業施設等産業施設等産業施設等産業施設等のののの立地立地立地立地

例）第６次産業施設

（生産・加工・貯蔵・販売）など

文 化 学 術文 化 学 術文 化 学 術文 化 学 術

研 究 ゾ ー ン研 究 ゾ ー ン研 究 ゾ ー ン研 究 ゾ ー ン

文化学術研究施設文化学術研究施設文化学術研究施設文化学術研究施設、、、、研究開発型産業研究開発型産業研究開発型産業研究開発型産業

施設施設施設施設、、、、研究活動研究活動研究活動研究活動をををを支援支援支援支援するするするする施設等施設等施設等施設等のののの

集積集積集積集積

産 業 集 積産 業 集 積産 業 集 積産 業 集 積

ゾ ー ンゾ ー ンゾ ー ンゾ ー ン

研究開発型産業施設研究開発型産業施設研究開発型産業施設研究開発型産業施設・・・・ものづくりものづくりものづくりものづくり産業産業産業産業・・・・

ことづくりことづくりことづくりことづくり産業等産業等産業等産業等のののの集積集積集積集積

住 機 能 中 心住 機 能 中 心住 機 能 中 心住 機 能 中 心

ゾ ー ンゾ ー ンゾ ー ンゾ ー ン

最先端最先端最先端最先端のスマートなライフスタイルののスマートなライフスタイルののスマートなライフスタイルののスマートなライフスタイルの

実現実現実現実現とととと快適快適快適快適なななな居住環境居住環境居住環境居住環境のののの形成形成形成形成

研 究 支 援 型研 究 支 援 型研 究 支 援 型研 究 支 援 型

複 合 ゾ ー ン複 合 ゾ ー ン複 合 ゾ ー ン複 合 ゾ ー ン

奈良先端大奈良先端大奈良先端大奈良先端大やややや先端大学先端大学先端大学先端大学とととと連携連携連携連携するするするする企企企企

業業業業・・・・研究者研究者研究者研究者をサポートするためのをサポートするためのをサポートするためのをサポートするための多様多様多様多様

なななな施設施設施設施設のののの立地立地立地立地

例）商業･交流･住宅･産業施設など

都 市 機 能都 市 機 能都 市 機 能都 市 機 能

集 積 ゾ ー ン集 積 ゾ ー ン集 積 ゾ ー ン集 積 ゾ ー ン

公共施設公共施設公共施設公共施設やややや商業施設商業施設商業施設商業施設などなどなどなど、、、、主主主主にににに都市都市都市都市

的的的的サービスサービスサービスサービス施設等施設等施設等施設等のののの集積集積集積集積

自然的土地利用自然的土地利用自然的土地利用自然的土地利用

都市的土地利用都市的土地利用都市的土地利用都市的土地利用

自然活用型施設自然活用型施設自然活用型施設自然活用型施設

自然活用型産業自然活用型産業自然活用型産業自然活用型産業

産業集積産業集積産業集積産業集積

文化学術研究文化学術研究文化学術研究文化学術研究

研究支援型複合研究支援型複合研究支援型複合研究支援型複合

住機能中心住機能中心住機能中心住機能中心

都市機能集積都市機能集積都市機能集積都市機能集積

学研北生駒駅学研北生駒駅学研北生駒駅学研北生駒駅

有識者懇談会とりまとめ（概要）

国道国道国道国道163163163163号号号号

近鉄近鉄近鉄近鉄けいはんなけいはんなけいはんなけいはんな線線線線

学研都市連絡道路学研都市連絡道路学研都市連絡道路学研都市連絡道路

補完ルート補完ルート補完ルート補完ルート
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今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

年年年年 度度度度

H29
2017

H30
2018

H31
2019

H32
2020

H33
2021

H34
2022

H35
2023

H36
2024

H37～～～～
2025～

取 組

概 要

と

り

ま

と

め

全体土地利用計画

地権者の意向集約・合意形成等

公民連携による事業化推進等

工事施行都市計画変更手続き、事業計画作成等

■■■■全体土地利用計画全体土地利用計画全体土地利用計画全体土地利用計画((((マスタープランマスタープランマスタープランマスタープラン))))検討検討検討検討

・・・・新たな新たな新たな新たな｢｢｢｢まちづくり検討組織まちづくり検討組織まちづくり検討組織まちづくり検討組織｣｣｣｣の立ち上げの立ち上げの立ち上げの立ち上げ

・・・・関係機関等との協議関係機関等との協議関係機関等との協議関係機関等との協議････連携連携連携連携

・・・・導入施設の立地や事業手法等の検討導入施設の立地や事業手法等の検討導入施設の立地や事業手法等の検討導入施設の立地や事業手法等の検討

・・・・土地利用計画等の策定土地利用計画等の策定土地利用計画等の策定土地利用計画等の策定

＜地権者＜地権者＜地権者＜地権者、、、、民間事業者の意向及び市民の意見を踏まえつつ検討＞民間事業者の意向及び市民の意見を踏まえつつ検討＞民間事業者の意向及び市民の意見を踏まえつつ検討＞民間事業者の意向及び市民の意見を踏まえつつ検討＞

■■■■地権者の意向集約地権者の意向集約地権者の意向集約地権者の意向集約・・・・合意形成合意形成合意形成合意形成

・・・・｢｢｢｢地権者組織地権者組織地権者組織地権者組織｣｣｣｣の立ち上げの立ち上げの立ち上げの立ち上げ

■■■■公民連携による事業化推進公民連携による事業化推進公民連携による事業化推進公民連携による事業化推進

有識者懇談会とりまとめ（概要）

11


